（参考様式）
里山林の整備に関する協定書
（協定の目的）
第１条　里山林の所有者「　　　　」（以下「甲」という。）と　整備団体「　　　　」（以下「乙」という。）は、甲の所有する里山林について、景観の保全や生物多様性の保護等を図る整備（以下「整備」という。）並びに動植物の生態の学習や里山林に根ざした文化の体験等を図る利活用（以下「利活用」という。）の実施を通じて、里山林の持つ公益的機能を健全に回復させることを目的に、この協定を締結する。
（協定の期間）
第２条　この協定の期間は、協定を締結した日から　　年３月３１日までとする。
（協定の対象）






第３条　協定の対象とする里山林（以下「対象里山林」という。）は、次に掲げるとおりとする。
	対象里山林の所在地
	対象里山林の名称又は愛称
	対象里山林の面積（ha）

	
	
	[ 実測・見込 ]

	
	
	[ 実測・見込 ]


（対象の提供）
第４条　甲は、協定の期間中、前条に規定する対象里山林を乙に無償で提供する。
２　乙は、前項の規定により提供を受けた対象里山林について、第１条に規定する協定の目的の遂行のためのみに使用するものとし、それ以外の目的のために使用してはならない。
（経費等の負担）
第5条　乙は、対象里山林での整備及び利活用の実施に際して必要な経費を自ら負担するとともに、必要な機材、資材及び人員等の調達を自ら行うこととし、甲にそれらの負担は求めないものとする。
（乙の義務）
第6条　乙は、次に定める義務を負い、誠実に履行するものとする。
⑴　毎年度初めに整備及び利活用の年間計画を作成し、活動を開始する日までに甲に提出すること。
⑵　整備及び利活用の実施中、甲、活動参加者及び第三者に損害を与えた場合は、乙の責任において処理すること。
⑶　整備を行ったことを示す表示板の設置に協力すること。
２　乙は、善良な管理者として次に掲げる事項に注意するものとする。
⑴　第４条第１項の規定により提供を受けた対象里山林以外の区域には立ち入らないこと。
⑵　火気を使用する場合は、甲乙協議のうえで場所及び日時を指定し、必要であれば周辺住民の了解を得たうえで、消火装置を万全に整えて使用すること。
⑶　喫煙を行う場合は、甲の同意に基づき指定した喫煙場所でのみ行うこと。
⑷　整備及び利活用の実施に伴い発生した各種ごみ類については、対象里山林内における残置、埋め立て又は焼却等を行わず、分別のうえ持ち帰るなどの善処に努めること。
（簡易設備の設置）
第7条　甲は、整備及び利活用の実施にあたって乙が次に掲げる簡易な設備を対象里山林内に設置することを承諾するものとする。
	設備名
	設置目的

	
	

	
	


（対象の制限）
第8条　当該期間が満了した後も、第１条に規定する協定の目的が達成されるよう努めるものとする。
（協定の解除）
第9条　甲及び乙は、次の各号の一に該当する場合は、本協定を解除することができる。
⑴　甲又は乙が本協定に定める事項に違反したとき。
⑵　対象里山林の全部又は一部が公用、公共用又は公益事業の用に供されるとき。
⑶　天災地変その他のやむを得ない事由により、本協定の目的を遂行することが困難であると甲乙両者が合意したとき。
（疑義の解決）
第10条　本協定に定めの無い事項に関して疑義の生じた場合には、甲乙協議のうえ、誠意をもって協議し、解決を図るものとする。
　上記協定を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ記名押印のうえ、各自その１通を保有するものとする。
　　年　　月　　日
甲　　住所
氏名　　　　　　　　㊞
乙　　団体所在地
　　　団体名
　　　代表者氏名　　　　　　　　㊞
